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研究要旨 

【目的】全国のがん相談支援センターにおいて、効果的に継続的な学習の場を提供していくためにも、

現場の相談員にとって活用しやすい学習素材を提供することは重要である。本研究では、今後地域で学

習機会を持つ際に活用できる研修素材を作成すること、またこうした研修素材を体系的に、より効果的

に学べる素材提供方法について検討を行った。 

【方法】相談員が現場でよく遭遇する４つの相談事例について検討を行い、「認知症」のがん患者の家族

からの相談、｢緩和ケア｣導入時の患者や家族からの相談、「電話」での最新の情報を求める相談、「職場

復帰」の際の相談の 4 事例について、DVD の作成、学習できるポイントの整理と提示、事例作成の意図

についてまとめた。 

【結果】４事例のまとめ資料（資料１参照） 

【考察】今回は、事例の作成と提供内容の整理のみであったが、今後、作成した事例をより多くの相談

員に利用してもらうためにも、活用方法についてもより具体的に示しながら提供していくこと、活用に

よる相談対応への波及や効果等についても検証する必要があると考えられた。 

 

A.研究目的 

がん相談支援センターの充実には、継続的な学

習を行っていく必要がある。現在、がん対策推進

基本計画やがん診療連携拠点病院の整備指針のも

とがん相談支援センターの相談員向けに行われて

いる研修は、基礎的な研修を提供するにとどまっ



ている。また、地域でのがん相談の学習の機会は、

各都道府県あるいは有志による活動となっている。

学習の機会を持つ際に、どのような目的のもとに、

どのような課題を克服し、研鑽を積むのかについ

ては、各々の地域や施設の実状や課題に合わせて

研修実施者に任せられているのが現状である。一

方で、こうした学習素材を作成することは、非常

に労力がかかることでもあり、多忙な臨床現場を

もちながら、学習素材を準備することが難しい場

合も多い。全国で効果的に継続的な学習の場を提

供していくためにも、現場の相談員にとって活用

しやすい学習素材を提供することは重要である。 

そこで、本研究では、今後地域で学習機会を持

つ際に活用できる研修素材を作成すること、また

こうした研修素材を体系的に、より効果的に学べ

る素材提供方法について検討を行った。 

 

B. 研究方法 

 相談事例作成ワーキンググループを組織し、相

談員が現場でよく遭遇する相談事例について検討

を行った。 

 よく遭遇する事例で、かつ対応に苦慮する事例

として、「認知症」のがん患者の家族からの相談、

｢緩和ケア｣導入時の患者や家族からの相談、「電話」

での最新の情報を求める相談、また第二期のがん

対策基本計画でも取り上げられている「職場復帰」

の際の相談、他の疾患や合併症をもつがん患者の

相談があげられた。今回は、そのうち、合併疾患

をもつがん患者からの相談を除く、4 事例につい

て作成することとした。 

 作成にあたっては、それぞれの事例で、学習で

きるポイントを整理するとともに、事例からさら

に発展的に考え、学ぶことができるように事例作

成の意図をサマリーとしてまとめる形式とした。

また、研修を企画する際には、これまでに行われ

ている基礎研修の場面で用いられている DVD（つ

まり相談対応の画像があること）は、集団での学

習素材として、効果的な学習素材であることが、

経験上確認されていることから、それぞれの事例

の画像を作成することとした。さらに、基礎研修

の場で一部学んでいる学習の仕方を踏襲する形で、

事例ごとの相談の目的や主訴、心身の状態などに

ついて、事実と予測されること、確認するポイン

ト等をまとめたサマリーシートを作成した。 

 

C. 結果 

 資料１参照 

 

D. 考察 

相談員が現場でよく遭遇する４つの相談事例を

作成した。作成にあたっては、これまでに相談員

が基礎研修等で学習している内容に基づいて、学

習のポイント等を整理することに努めた。また、5

大がんに相当するがん種を 4 事例の中に盛り込む

ように努めたことで、限られた事例で、効率的か

つ効果的に学ぶことにもつながると考えられる。 

今回は、事例の作成と提供内容についての整理

のみで、実際にこれらの事例が活用されることに

ついての検討や評価は行うことができなかった。

今後、作成した事例をより多くの相談員に利用し

てもらうためにも、活用方法についてもより具体

的に示しながら提供していくこと、まあ活用によ

る相談対応への波及や効果等についても検証する

必要があると考えられる。 

また今回は検討できなかったが、今後ますます

複雑な背景をもつ相談者の相談事例は増えると予

想され、より体系だった学び方ができるような素

材作成・提供として、 

 合併症あり （からだ）＋がん  

 精神疾患あり（こころ）＋がん  

 生活困難あり（くらし）＋がん  

といった観点からも学習素材の検討を行うことが

必要であると考えられる。 

 

 

 

 

 



E. 結論 

各地域で学習機会を持つ際に活用できる研修素

材を作成し、研修素材を体系的に、より効果的に

学べる素材提供方法について検討を行った。相談

員が現場でよく遭遇する４つの相談事例を、これ

までに相談員が基礎研修等で学習している内容に

基づいて整理し、提供することを心がけた。今回

は、事例の作成と提供内容の整理のみであったが、

今後、作成した事例をより多くの相談員に利用し

てもらうためにも、活用方法についてもより具体

的に示しながら提供していくこと、活用による相

談対応への波及や効果等についても検証する必要

があると考えられた。 

 

F. 研究発表 

１．論文発表 

 なし 

２．学会発表 

 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


